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【手続補正書】
【提出日】平成31年3月1日(2019.3.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１電極と、
　前記第１電極上に形成された発光機能層と、
　前記発光機能層上に形成された電子注入層と、
　前記電子注入層上に形成された半透過反射性を有する第２電極と、を備え、
　前記第２電極は、前記電子注入層の材料を還元する還元性材料と、Ａｇと、を含み、
　前記第２電極に含まれる前記Ａｇは、前記還元性材料よりも多く、
　前記第２電極上には、吸着層が形成されていることを特徴とする発光素子。
【請求項２】
　前記第２電極に含まれるＡｇは、原子数比において７５％以上であることを特徴とする
請求項１に記載の発光素子。
【請求項３】
　前記吸着層の材料は、前記還元性材料と同一の材料であることを特徴とする請求項１ま
たは２に記載の発光素子。
【請求項４】
　前記吸着層の材料は、ＭｇまたはＡｌであることを特徴とする請求項１から３のいずれ
か一項に記載の発光素子。
【請求項５】
　前記吸着層の光吸収率は、３０％以下であることを特徴とする請求項１から４のいずれ
か一項に記載の発光素子。
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【請求項６】
　前記吸着層の膜厚は、１ｎｍ以上であることを特徴とする請求項１から５のいずれか一
項に記載の発光素子。
【請求項７】
　前記吸着層の膜厚は、前記第２電極の膜厚よりも薄いことを特徴とする請求項６に記載
の発光素子。
【請求項８】
　前記第２電極に含まれる前記Ａｇは、原子数比において９８％以下であることを特徴と
する請求項１から７のいずれか一項に記載の発光素子。
【請求項９】
　請求項１から８のいずれか一項に記載の発光素子が画素毎に設けられ、
　前記発光素子を覆うように形成された封止層を備えたことを特徴とする発光装置。
【請求項１０】
　前記封止層は、
　第１封止層と、
　前記第１封止層上に積層された有機材料からなる平坦化層と、
　前記平坦化層上に積層された第２封止層と、を含むことを特徴とする請求項９に記載の
発光装置。
【請求項１１】
　前記画素の配置ピッチは、１０μｍ以下であることを特徴とする請求項９または１０に
記載の発光装置。
【請求項１２】
　請求項９から１１のいずれか一項に記載の発光装置を備えたことを特徴とする電子機器
。
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